
気候情報

2004年11月の大気大循環と世界の天候

大気大循環

　北半球500hPa高度では，600N以北は，バレンツ海
付近とべ一リング海付近を中心とした負偏差域に覆わ

れたところが多かった．中緯度の極東域では，沿海州

を中心に＋60m以上の正偏差域が分布した．また，太

平洋東部から北米大陸の中緯度にかけては帯状の正偏

差域が見られ，大西洋には顕著な正偏差が見られた．

　熱帯の対流活動は，フィリピン南部からベンガル湾，

インドネシアなどの広い範囲で平年より不活発となっ

た．一方，太平洋西部やインド洋，太平洋のITCZ（赤

道収束帯）では平年よりも活発であった．SPCZ（南太

平洋収束帯）は平年よりも東寄りで活発であった．

　850hPa流線関数および風ベクトルでは，ベンガル
湾から東南アジアにかけて対流活動が不活発なことと

対応し，ベンガル湾付近を中心に高気圧性循環偏差が

見られ，インド洋中部から南シナ海にかけて東風偏差

となった．一方，大西洋西部では対流活動が活発なこ

とと対応し，低気圧性循環偏差が見られた．太平洋赤

道域の東西風はほぼ平年並であった．

　ダーウィンの気圧偏差は＋0．5hPa，タヒチの気圧

偏差は一〇．8hPaとなり，SOI（南方振動指数）は一〇．7

で，6か月連続の負偏差となった．

世界の天候

①日本付近の高温
②中国東北区から東シベリアの多雨

③モンゴル東部の少雨

④西シベリアの多雨

⑤中央アジアの多雨
⑥トルコからヨーロッパ中部の多雨

　ドイツやオーストリアなどヨーロッパ中部やトル
　コでは，暴風雪や豪雨により，交通事故などで十数

　名が死亡したと報じられた．

⑦ヨーロッパ西部の少雨

⑧アルジェリアの多雨

　アルジェリアでは嵐の通過により数名が死亡，約20

　人が行方不明と伝えられた．

⑨アフり力西部の多雨

⑩アフリ力南部の高温

⑪米国北西部の少雨

⑫米国南部の多雨
⑬カリブ海周辺の少雨

⑭南米北部の高温・少雨

⑮インドシナ半島からミクロネシアの高温

　　（気象庁気候・海洋気象部気候情報課　中村理恵）

anoma皿08 （m）

　　　　ピ〆　　∠　　　　　　　　　　　←　 ←←’←一←一　　一一…　　　，

　　つじゆゼジ　　　　ゑイヒく　ぐ　　　　　　きをもトトらトで　　レやう

　　　　　　　　　　　　りli隷z奏欝慧蒸誌1肖
ぷレ　　　　　　　　　　ぐ　 もハパピぐ　　　も　　　　　　　　　べ　へぺじい

浅泥　　㍑一←＼　　　こ
↓↓ψ　　　氏いゼ　　　　　　　　　　ー

1錫　鍵畝　　　　　1
　　　　〆ゼ　　αピ　　　　僑↑
ψ　練琵・＞〔　縛↑アノヂ黙

懸難講／l鱗

…　　凶　　　　　s→　　擁　　　　　〃ノ”・
　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノマノワノグブアロ

σ・つ＼　　　　　　　　　　　　　　オ””P・
儀響Pρつ　　　　　　　　　　　　　　』繭　　、　　　　　　　　→　 オオ沸　　アヂ？　・

Hロ　ン　　　　　　　　　　　　　》　　→　→一月　 P…

曳　r　　　r　一　弓　　つ　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　一ラ　　→　，　℃　噸　・　♪　’　ρ　P　　　 　・

　ヤ　　ヤ　　リ　プ　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヲ　　　の　　づ　　つ　　シ　じ　　レ　　ド　コ

　曳　　・竜r・ρ』→→3λ　　オ　　戸ノρρ［　　　・fト1・　　　　　→20　　s
　、　、　　、　　　『’一’　零殉”　、、’』一ひ『r『”　F’ゲ→　1

2004年11月の北半球月平均500hPa高度および平年
偏差

等値線問隔は60m，偏差パターン間隔は60m．平年値
は1979～1993年のECMWF15年再解析データによる．

2004年11月の北半球月平均200hPa風速および風ベ
クトル

等値線間隔は20m／s．陰影部は40m／s以上．太実線で

囲まれた領域は平年の40m／s以上の領域を示す．平
年値は1979～1993年のECMWF15年再解析データに
よる．
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　　　　　　　　　　　2004年11月の月平均外向き長波放射量平年偏差

等値線間隔は10W／m2で，値が小さいほど対流活動が活発であったと推測される．元データは

CPC／NCEP／NOAA，平年値は1979～2000年のデータから作成．
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　　　　　2004年11月の月平均850hPa流線関数平年偏差及び風平年偏差ベクトル

流線関数の偏差の等値線間隔は2×106m2／s．平年値は1979～1993年のECMWF15年再解析
データによる．
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2004年11月の世界の異常天候分布図

異常高温・低温は標準偏差の2倍以上，

番号は本文中の番号と対応している．
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